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受賞理由 

 「自動車部材等の成形用途に適した熱膨張性マイクロカプセルの開発」 

 

  プラスチック製品を軽量化するためには、これまで、樹脂に配合した重曹のような

物質に熱を与えて内部にガスを発生させる方法や、熱膨張性マイクロカプセルを混ぜ

て熱で膨張させる方法が用いられていた。 

しかしながら、従来のマイクロカプセルは約１６０℃を超えると破裂することから、

自動車内装材等で使用されるポリプロピレンやポリエチレンなどの成形温度が２０

０℃以上に達する樹脂に適したマイクロカプセルはなかった。 

こうした高温でも使用可能なマイクロカプセルに対するニーズの高まりを受けて、

当社は、マイクロカプセルに耐熱性と強度を有する外殻（シェル）を形成するため、

①アクリロニトリル等のモノマー組成を最適化、②モノマーの結合に最適な架橋剤の

選定、③結合をさらに強化する最適な金属塩の選定とその添加方法について、研究を

行った。 

これに関して、連携機関である山口大学の大石教授（特命）は、開発したマイクロ

カプセルの性能に関する分析・評価を行うなど、技術的監修を行った。 

こうした研究開発により、マイクロカプセルの耐熱性・耐久性・発泡性がバランス

よく向上したことで、高温での使用が可能となり、自動車内装材等の軽量化に大きく

貢献できた。 

製品化されたマイクロカプセルは国内にとどまらず、中国、欧米、北米・中南米の

成形メーカーに販売されており、自動車部材、住宅用の壁紙のほか、靴等で使用され

ている。 

今後は、さらに高温での発泡が可能なマイクロカプセルの開発など、新たな事業展

開が期待される。 

 

 

 

図1　熱膨張性マイクロカプセルの発泡挙動（左SEM写真：発泡前表面及び断面，右SEM写真：発泡後表面）
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■ 技術の波及効果 

当社マイクロカプセルを用いた自動車内装部材例  

●リアトレー 

●ウィンドウシール 


